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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 
指定管理者年度評価シート（令和６年度） 

１ 施設の概要 
施設名称 由利本荘市西滝沢水辺プラザ 
所在地 由利本荘市川西字高野１５２－４ 

設置年月日 平成 23 年 3 月 

施設の設置目的・概要 
市民が自然に親しめる健全なレクリエーションの場を確保し、健康及び福
祉の増進を図るため。 

建物・設備の概要 ※別紙１のとおり 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 NPO 法人西滝沢子ども水辺協議会 所管課 由利市民サービス課 

指定期間 令和 5 年４月１日～令和 10 年 3 月 31 日 
指定管理業務の内容 施設管理 

指定管理料 8,074,000 円（令和６年度実績） 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

不適切利用を行った件数 ０ ０ A 

サービスの向上 施設管理に関するクレームの件数 ０ ０ A 

管理経費の向上 
定められた指定管理委託料内での業
務遂行 

予算額 予算内 A 

適正な管理運営 
地域に根差した施設として周辺地域
住民によるボランティア回数 

年 4 回以上 8 回 S 

(2) 管理運営に対する評価 
項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

S A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

S A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか A A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか S A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 
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項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか S A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

AA 

(4) 特記事項 

（指定管理者より） 

・誰もが楽しく参加できる行事等の拠点施設であり、地域の賑わいの創出を活動の基本姿勢としている。 

・駐車場の破損（除雪時の車止めの破損等）が目に付く。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和６年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 由利本荘市ゆり高原ふれあい農場 
所在地 由利本荘市黒沢字東由利原 4 番地 1 

設置年月日 ふれあい農場施設一覧のとおり 

施設の設置目的・概要 
地域ブランド「秋田由利牛」の基幹農場。預託放牧場や乾牧草等粗飼料生
産基地。良質な完熟堆肥の供給基地。 

建物・設備の概要 最も古い建物で昭和 39 年建設。建物・設備の老朽化が著しい。 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 （株）ゆりファーム 所管課 由利産業建設課 

指定期間 令和４年４月１日から令和８年３月３１日 

指定管理業務の内容 

・施設の運営に関すること 
・施設等の維持管理に関すること 
・草地管理に関すること 
・預託牛に関すること 
・肥育牛の飼育に関すること 
・その他市長が必要と認める業務 

指定管理料  ９，３７６，０００円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

市民が畜産への理解を深めて、親しみや
すい施設づくり及び放牧預託等の利用と乾
牧草の供給にあたり、畜産農家が平等に利
用できるように努める。 

－ 
5,672
千円 

B 
B 

サービスの向上 

公共牧場としての機能である放牧預託や
乾牧草提供は、従来どおり実施し、副産物
の堆肥の販売についても安定的に供給でき
るように努める。 

－ 
321 
千円 

B 
B 

管理経費の向上 
適正な収支計画、サービスの低下を招か

ない経費削減への取組 
－ A A 

適正な管理運営 

公共牧場としてのサービスの質を確保す
る一方、管理体制を常時雇用 4 名の体制と
し、施設の安全管理運営に努める。 
 毎年おおむね 6ha の草地更新を行い、採
草地の維持管理に努める。 

－ 
4 名 
3.2ha 

B 
B 
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(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

B B 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか B B 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか B B 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 

 
項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か B B 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 
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※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和 6 年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 ゆりの里交流センター ゆりえもん 
所在地 由利本荘市前郷字御伊勢下 39-2 

設置年月日 ２００２年 ４月 

施設の設置目的・概要 入浴 休憩 食事 宴会等 

建物・設備の概要 大浴場 ジェットバス サウナ 大広間 個室 食堂 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 有限会社 ゆりの里振興社 所管課 由利産業建設課 

指定期間 令和 4 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日 

指定管理業務の内容 入浴施設・休憩施設・食堂の管理運営 

指定管理料 25,481,000 円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

本施設は、市民に温浴を活用した休養
の場を提供し、健康の増進並びに福祉の
向上に資することを目的に設置されたも
のである。 

また、市民の交流の拠点施設として高
原を主体とする観光情報の提供や地域の
特産品のＰＲ・販売促進など、市と連携
して積極的に地域活動を行う公営施設と
しての役割も大きい。 

公営施設として、このような設置の目的を
達成するため、利用者に対する公正公平な
運営の重要性を十分理解し、施設利用の際
の平等性の確保には細心の注意を払いなが
ら、差別のない平等なサービスを提供して
いく。 

  A 

サービスの向上 

 （イベント等のサービス） 

・１１回分の回数券を１０回分の料金（
４，０００円）で販売し、利用者に１回
分をサービスしたうえで利用の促進に努
める。 
・１５ポイントまでのポイントカードを
発行し１５ポイントたまった場合は次回 

  A 
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カードの提示により１回の無料サービ
スを行う。新カードに１ポイントサービ
ス。 

 また、LINE会員限定スタンプ２倍や３
倍サービスDAYを増やし利用促進を
図る 

・毎月２６日を「フロの日」とし、ポイ
ント２倍デーをもうける。 

・来館を楽しんで頂くため、商工会など
の協力を得ながら、鏡開き・餅つきなど
の新 

春イベント、ビアガーデンを開催する
ほか、歌手を招いての芸能ショーや地元
芸能 

団体による舞踊ショーを開催するなど
して娯楽をも提供する。 

・毎週火曜日(休館日除く)をポイント２
倍のサービスデーとする。 

・平成１９年の１月から当日誕生日の方
は入湯料無料サービスを実施中。更
に１ポイ 

ントサービスする。                  
                                
  

・入湯料については、市の条例で定めら
れた上限７００円よりも安価な４００
円へ設定する事などにより、初めて来
館された方にも安心してご利用いただ
ける料金設定としております。その上
で、令和２年の１０月から平日限定で
、６５歳以上対象で８時半から１６時
までに入湯される方は５０円引きの３
５０円としております。 

  
 そして公共交通機関の少ない由利地域

において、車を持たない年配のお客様
や宴会利用のお客様への無料送迎サー
ビスを行い、利用者だけではなくご家
族の方々にも安心して「ゆりえもん」
を利用してもらえるよう利便性の向上
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に努めております。 
 

管理経費の向上 

平成１４年度の開業以来収支計画を遵
守すべく日々の実績管理を徹底し、無駄
を省いた効率良い運営を目指してきたが
、運営費全体における灯油代・水道料を
はじめとする需用費の割合が大きいこと
から、サービスの向上を図りながらも館
内やお風呂の適切な温度管理と節水に努
め、経費のかかり増しを徹底して抑制す
るよう日々注意を払いながら施設管理を
行う。 
 

出資者２６名が「ゆりえもん」の応援
団として、それぞれが経営する会社及び
所属団体の各種会合で施設を数多く活用
するなどし、利用の促進が図られており
、地域のつながりを活用した効果的な運
営を図る。 

（収支計画については、別紙を添付い
たします。） 

◎経費節減に向けた取り組みについて 

人件費を抑制するため、正社員は必要
最小限とし、食堂並びに館内や浴槽の清
掃作業等については、パート従業員によ
り対応するものとする。 

 

  A 

適正な管理運営 

地元の商工業者の出資により会社を設
立するということで、開業当時から経営
については商工会の経営指導員によりノ
ウハウを習得し、会計事務所の指導のも
とに適正な会計業務を行っております。 

売上、仕入・棚卸、費用、労務、資金
等の管理を行い報告書を作成し、業績検
討並びに目標設定等の会議を開催し、常
に分析を行ったうえで営業の改善を図っ
ております。 

お風呂がメインとなる本施設に於いて
、光熱費の高騰は重大な問題となってお
りますが、入浴料金を値上げすることな

  A 
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く施設を運営していくために努力をして
きましたが、様々な情勢変化に伴い今ま
での価格での提供が困難を極めてきた為
、今後は様々な情勢や変化に合わせた価
格帯を設定し、お客様にも理解いただけ
るようサービスを充実させながらの運営
を心がけます。 

 
◎法令等を遵守した経営が行われている
か 

 自治体、由利本荘市の条例、規則を始め
労働法や温泉法、食品衛生法など各法令に
沿った経営を確実に行う事により安心安全
な経営を心掛ける 

(2) 管理運営に対する評価 
項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか A A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 

 

項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 
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経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか B A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 

令和 7 年 7 月に入浴料値上。今後も継続して利用料金変更し、収益の改善をする。同時に売店商品
を充実させ客単価を上げるようにする。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和 6 年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 南由利原高原青少年旅行村 
所在地 由利本荘市西沢字南由利原３７３番地 

設置年月日 昭和４８年 

施設の設置目的・概要 青少年の健全な旅行の促進を図り、併せて過疎地域の振興に資するため 

建物・設備の概要 ﾃﾝﾄｻｲﾄ、管理棟、ｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、運動広場、野外ステージ、ふれあいロッジ 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 株式会社 サンアメニティ 所管課 由利産業建設課 

指定期間 令和 6 年 4 月 1 日から令和 11 年 3 月 31 日 

指定管理業務の内容 宿泊施設運営管理、観光施設等総合案内、水道施設管理 

指定管理料 26,443,000 円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

法令順守、予約受付の公平性・明性  A A 

サービスの向上 
安全性・利用者の公平性、職員の対応の公
平性等のサービスの均一性 

 A A 

管理経費の向上 管理経費の効率化  A A 

適正な管理運営 管理業務仕様書の遵守  A A 

(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか B A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 
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項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か B A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 

利用者の安全確保とサービス向上のため、不要施設の解体、遊具の撤去、更新。 
老朽化による雨漏り等の施設修繕。景観を考えた環境整備が必要。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和 6 年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 サイクリングターミナル 
所在地 由利本荘市西沢字南由利原３６０番地 

設置年月日 平成元年 

施設の設置目的・概要 青少年の健全な旅行の促進を図り、併せて過疎地域の振興に資するため 

建物・設備の概要 サイクリングターミナル和室、レンタサイクル、スノーモビル 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 株式会社 サンアメニティ 所管課 由利産業建設課 

指定期間 令和 6 年 4 月 1 日から令和 11 年 3 月 31 日 

指定管理業務の内容 レンタサイクル、スノーモビルランド運営管理、観光施設等総合案内 

指定管理料 26,443,000 円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

法令順守、予約受付の公平性・明性  A A 

サービスの向上 
安全性・利用者の公平性、職員の対応の公
平性等のサービスの均一性 

 A A 

管理経費の向上 管理経費の効率化  A A 

適正な管理運営 管理業務仕様書の遵守  A A 

(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか A A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 
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項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 

利用者の安全確保とサービス向上のための市道（サイクリングロード）陥没修繕と 
スノーモビルコースの景観を考えた事故防止対策、伐採など環境整備が必要。 
経年劣化による自転車、スノーモビルの更新。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和 6 年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 南由利原森林総合施設 
所在地 由利本荘市西沢字南由利原 332 番地 

設置年月日 昭和 57 年 

施設の設置目的・概要 青少年の健全な旅行の促進を図り、併せて過疎地域の振興に資するため 

建物・設備の概要 ケビン、オートキャンプ場 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 株式会社 サンアメニティ 所管課 由利産業建設課 

指定期間 令和 6 年 4 月 1 日から令和 11 年 3 月 31 日 

指定管理業務の内容 宿泊施設運営管理、観光施設等総合案内、水道施設管理 

指定管理料 26,443,000 円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

法令順守、予約受付の公平性・明性  A A 

サービスの向上 
安全性・利用者の公平性、職員の対応の公
平性等のサービスの均一性 

 A A 

管理経費の向上 管理経費の効率化  A A 

適正な管理運営 管理業務仕様書の遵守  A A 

(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか B B 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 
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項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 

利用者の安全確保のための不要施設の解体。経年劣化によるケビン屋根、外壁の塗装。 
ケビン、オートキャンプ場の景観を考えた環境整備が必要。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和６年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 由利本荘市鳥海山 木のおもちゃ館（旧鮎川小学校） 
所在地 由利本荘市町村字鳴瀬台６５番地１ 

設置年月日 平成３０年７月１日 

施設の設置目的・概要 木を通して子ども達の豊かな心を育み、多世代交流の場を提供し地域文化の振興に資する 

建物・設備の概要 木育施設、店舗施設、地域交流･民俗展示施設、屋外施設 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 特定非営利活動法人 由利本荘木育推進協会 所管課 文化･スポーツ課 

指定期間 令和４年４月１日～令和８年３月３１日（４年間） 

指定管理業務の内容 施設運営、施設維持管理、利用料金に関すること 等 

指定管理料 １６，８８５，０００円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績 評価 

市民の 
平等使用の確保 

市民・利用者の平等な利用が確保されているか 

(利用者アンケート等の実施と苦情対応処理) 

苦情件数を 
年 10 件未満に 

 A A 

サービスの向上 
施設利用者のニーズに沿った対応をしているか 

(定期的なおもちゃの更新等) 
年１回  A A 

管理経費の向上 
維持管理費の縮減に努めているか 

(光熱水費等の縮減努力) 
５％削減  C B 

適正な管理運営 
おもちゃ館内及び周辺敷地の管理が適切に実施

されているか 

機械設備の定期点検 
(３ヶ月に１回) 
草刈(年３回) 

 A A 

(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか A A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 



2 

 

項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか Ａ A 

職員研修は計画どおりに実施されているか Ａ A 

緊急時対策や防災対策は適切か Ａ A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か Ｓ A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか Ａ A 

適切な利用料金設定がなされているか Ｂ A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか Ａ A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A 

(4) 特記事項 
電気使用量については 2.7％の削減ができたが、灯油については建物の構造上隙間が多く、お客様にご迷惑をかけな
いためにはどうしても石油ストーブの使用が必要となった(エアコンではなかなか暖まらない)。スタッフのほとんど
が最低賃金での勤務であり、昨年の最低賃金の大幅な値上げについては、諸物価の値上げとともに、かなりの打撃と
なった。SNS 戦略を固め好評を得ていたが、入館者数は昨年同程度までとはいかなかった。少子化・人口減の中、入
館者数を増やすためにはまた新たなアプローチが必要と考える。首都圏の来館者からの高い評価が見受けられる。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 
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（参考様式５）指定管理者年度評価シート 

指定管理者年度評価シート（令和 6 年度） 
１ 施設の概要 

施設名称 由利本荘市由利 B&G 海洋センター 
所在地 由利本荘市前郷字御伊勢下 39 番地 2 

設置年月日 1993 年 7 月 

施設の設置目的・概要 地域住民の健康づくりに寄与する 

建物・設備の概要 25m プール、幼児用プール、体育館、会議室、トレーニング室 

２ 指定管理者が行う業務等 
指定管理者名 株式会社サンアメニティ 所管課 文化・スポーツ課 

指定期間 令和４年 4 月 1 日から令和８年 3 月 31 日 

指定管理業務の内容 体育館、プールの運営管理 

指定管理料             26,442,000 円 
３ 評価 
(1) 要求水準に対する評価 

項目 評価指標 数値目標 実績  評価 

市民の 
平等使用の確保 

法令順守、予約受付の公平性・明性  A A 

サービスの向上 
安全性・利用者の公平性、職員の対応の公
平性等のサービスの均一性 

 A A 

管理経費の向上 管理経費の効率化  A A 

適正な管理運営 管理業務仕様書の遵守  A A 

(2) 管理運営に対する評価 

項目  自己評価 設置者評価 

設置目的・役割 
施設の設置目的に合致した基本方針を立て、全職員
で共有しているか 

A A 

平等使用 
一部の市民に対して、不当に利用を制限したり優遇
したりすることはないか 

A A 

施設効用の発揮 
施設の利用を促進させる方策(宣伝・広報等）がと
られているか  

A A 

サービスの向上 

自主事業の内容は利用者にとって魅力的なものか A A 

サービスの改善・向上に取り組んでいるか A A 

利用者の立場に立った応対をしているか A A 
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項目  自己評価 設置者評価 

管理体制 

事業計画どおりに業務が執行されているか A A 

職員研修は計画どおりに実施されているか A A 

緊急時対策や防災対策は適切か A A 

施設・設備の 
維持管理状況 

施設・設備の管理状況は適切か A A 

経営状況の 
適正化 

効率的な管理運営がなされているか A A 

適切な利用料金設定がなされているか A A 

個人情報 
適正管理 

個人情報は適切に管理されているか A A 

(3) 年度評価（数値目標及び管理運営（設置者評価）における評価結果を基に算定） 

A Ａ  

(4) 特記事項 

施設の老朽化への対策、光熱水費高騰への対策、海洋センター独自の資格所有者の育成の必要性。 
人件費高騰による委託費（特にプール上屋設置撤去）増加への対策。 

 
※評価基準 
（１）要求水準に対する評価 

Ｓ 達成率 130％以上 
Ａ 達成率 90％以上 130％未満 
Ｂ 達成率 60％以上 90％未満 
Ｃ 達成率 60％未満 

（２）管理運営に対する評価 
Ｓ 協定書、仕様書等の遵守に加え、より優れたサービスが提供されている  
Ａ 協定書、仕様書等に沿った適切なサービスが提供されている  
Ｂ 概ね協定書、仕様書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある 
Ｃ 協定書、基準等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある  

（３）年度評価 
Ｓ 評価項目全てがＡ以上かつ、半分以上がＳである 

ＡＡ 評価項目全てがＡ以上である 
Ａ 評価項目にＡ以上が半数以上含まれている 
Ｂ 評価項目にＢ以上が半数以上含まれている 
Ｃ 評価項目にＣが含まれている 

 


